
 

 

 

 

 

中央検査技術科 

   

 新型コロナウイルスの検査には、PCR検査・抗原検査・抗体検査の 3通りの方法があります。 

今回は、それぞれの検査の違いについて解説いたします。 

PCR検査と抗原検査は感染初期から検出可能で「現在感染しているか」を確認できます。 

一方、抗体検査は抗体（IgGや IgM）が体内で作られるまでに２～３週間を要するため、その時点 

での感染の有無を知る手がかりとはなりません。「過去に感染したか」を確認できます。（上図参照） 

 

❚PCR検査 

ウイルスの一部分の遺伝子を取り出し、増幅さ 

せて検出する方法。時間がかかるが精度が高い。 

❚抗原検査 

ウイルスの特有のタンパク質の一部分を検出す 

る方法。時間は短いが、精度が低い。 

❚抗体検査 

感染後に、形成されるタンパク質（抗体）が体 

内にあるかどうかを検出する方法。 

 

★ 湖北病院では、感度の高い PCR 検査を行っております。（検査代のみ公費負担です） 

・発熱などの症状があり、感染が疑われる方は、病院に来る前に、電話（８２－３３１５）にて 

ご相談ください。 
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